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Abstract

Thetrendtoexpeditingaswellastotheincreaseofunitcapacity of the paper

machines has been TemaTkable since the modern automatic cont･rOlling system was

made avajlable for them.

For the electTicalseぐtionaldrive ofthepapermachine,164inchwide,1,000ft/

min,WhichHitachi,Ⅰノtd,SuPpliedtotheJujoPaperMfg･Co･,Ltd･,theHTD(Standing
for HitachiTuning Dynamo or rot･ating ampli魚er)isemployedforspeedcontrolof

thesectionmotors.Paper speedand draw are血1ely controlled and maintained at

thedesiredvaluebythisHTDsystemwithitsnot･iceableabilityintakinghelms for

thechangeofallopeTationalconditionssuchastemperature,load,electricsupply,etC･

To prove the above,themachine,prOVing excel】entspeedcontrolling,hasbeen

inentirelysatisfac[orystat･eOfoperationsinceitsinstalling at the papeTmi11,and

there has been heard almost no complains about paper cutor slacktroubleduring

Operation.

〔Ⅰ〕緒

我国に於ける製紙工

その生産量が年々

言

ほ､最近の需要の激増に伴い､

しく増大しているため､抄紙規模は

ますます大きくなると共に､その性能も飛躍的に向上し

つゝある｡一方最近､ 動力応用部門は著しい発達をと

げ､日立製作所も製鉄､鉱山を始め､各種工業の自動制

御に既にめぎましい実績をあげているのであるが､今回

更に電動力応用部門中最も困 とされているセクシヨナ

ルドライブ方式による抄紙機2組を製作､十条製紙株式

会社に納入したが､これらに対しては､回転増幅機HTD

を巧みに応用して､困 な抄紙機の日動制御に成功し､

抄紙速度を上昇することが招来たので､紙の生産増大に

各与二する所が極めて大であった｡本文ではこの中､十条

紙株式会社伏木工場納のセクシヨナルドライブ抄紙機

の電気設備についての概略をのべる｡第1図～第4図は

その実際運転状据を示す写真である｡〕
*
日立製作所本社

*****

日立製作所日立工場

第1図 抄 紙 機 耽 観

Fig.1.GeIleralView of the PaperMachine
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第2図 セ ク シ ヨ ソ 電 動 機 群

Fig･2･A Group of the Section Motors for

Paper Machine

第3図 ド ロ ー 調 整 装 置

Fig･3･Draw Adjusting Device

〔ⅠⅠ〕抄紙機の概要及びその運転上の諸要件

抄紙機は第5図に示すように､クーチ､ブレス､ドラ

イヤ､カレンダ､リールの各セクションから成り､原液

がクーチに供給されてから､水分と紙繊維との分離､庄

桁､乾燥､つや出しの 工程を経て､リールで巻取られ

るまでの連続一貫作業である｡一般に抄 は製造する紙

の種類により具るが､10ft/minから1,500ft/min内外ま

でゞある｡又製品としての紙の厚さほ､普通1乃至2%
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第4図 制御盤及び励磁横装置

Fig.4.Switchboard and Exciter Set

の誤差に収めることが必要で､このため抄速を精密に一

定に保つ必要が生じてくる｡

抄紙機はこのように原液中の紙織維を して紙とする

ものであるが､ブレスその他の諸セクションを進むに従

い､紙の長さほ幾分増大する傾向があるので､各セクシ

ョンの紙速度はこれに応じて順次変化させる必要があ

る｡この速乾差はドローと呼ばれておるが､その値ほ製

厚の紙るす造
､繊維の粗密及び工程等によって幾分相

具する｡しかし一皮所定値に調整されたドロ㌧-が何等か

の原因で運転中変動するようなことがあると､紙切れ､

しわ等事故の原因となるので､その値は各セクションの

負荷変動等に拘らず 密に一定に保持されねばならな

い｡即ち抄紙機では､受電電源電圧､周波数の変動､抄

紙機負荷の変動等内外の擾乱に対して､全体の抄速を一一

定に保つと共に､各セクション問のドロ←を任意に調整

し得､且つ一度調整した後ほ如何なるi憂乱に際してもこ

れを 密に一定に保持し得ることが必要である｡

これら運転上の特殊要求から､従来の抄紙機は全セク

ションを一箇の原動機で駆動する機械的運転方式が採用

されてきた｡これは第`図に示すように､ロ←ブ又は主

伝導軸を使問し､円錐調尋､ 帯等を経て動力を伝える

もので､ドロ←調整は円錐調車の帝位を調整することに

よって行われる｡この場合各セクション問の関係速度即

カレンタセクション

ドライヤセクション

クーチセクション プレスセクション
リール

眉

ク/

第5図 抄 紙 機 概 要 図

Fig.5. Perspective View of the Paper Machine



抄 紙 機

抄紙碩ロール

第6図

Fig.6.

1箇電動機による機械的運転方式

Common Drive System by One Motor

for Paper Machine

ちドローほ負荷変動に伴う調碍の滑りの変化の影響を受

けることになる｡しかも抄紙機全長に及ぶ動力伝達装置､

円錐調革､調滞､クラッチ等を使用するため､能率､維

持費の点で不利であり､時に高精度を要求される高速大

容量の抄紙機では､運転動力も大きくなって動力伝達に

大きな損失を生じ､又 碍の滑りによるドロr変化も紙

切れ､しわ､たるみ等を起す原因となって来る｡

これらの理由で一節原動機による機械的運転方式ほ行

きづまり､代って各セクションに

ヨナルドライブ方式が考

動機をおく､セクシ

されるに至った｡･セクシヨナ

ルドライブ方式でく･･ま､以上のような機械的運転方式の欠

点は除かれるが､各セクションの負荷変動等に対してそ

のド下,′-を 密に-･窪に保つことが問題となってくる｡

これに対し従来最もよく使用されたものは､ハ･-ラン

ド運転方式及び電気的差動方式である｡前者は第7図に

示すように､抄 を与える一つの基 セクション

を定め､その基準セクシヨソの電動機(Mo)の回転を抄

紙機全長に及ぷ指導軸を経て各セクションに設けられた

差劫歯華に伝える｡一方各セクション

転もドロr 整用円錐

動機(Ml)の回

事を経て差動蘭確に伝えられ､

基準セクシヨソと各セクションの関係 度差を差動歯車

の第3菌車によって検出し､その回転により界磁調整器

を作動して､電動機の速度制御を行うものである｡

後者の 気白勺差動力式は､差劫歯申の代りに差動セル

シソを使用したもので､第8図に示すように基準セクシ

ヨこ/の 動機(MD)に基

基準周波数を発信し､各セクション

等にはドロ←を与えるための円錐

ン交流発 機(PGl)(PG2)等を

機を(1G)連結して

動機(Ml)(M2)

弾を介してセクシヨ

結し､両者の出力を

差動セルシソ(DSl)(DS2)等に入れ､これによって竃

動機の界磁

ある｡

整器を操作し関係速度を一定に保つもので

これらの方法は何れも関係速度差を機械的又は

に検出して､ 動機の界磁を変化させる方式であるが､

その界磁抵抗を急速に変化して感度をあげるためにほ､
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第7図 ノ､- ラ ン ド 達 転 方 式

Fig-7.Harland System for Paper Machine

第8図 電 気 的 差 動 方 式

Fig.8.I)ifferentialSelsyn System for

Paper Machine

タップ間の抵抗が大きくなり､制御の 生のため往

動機の乱調を起す欠点がある｡.又ハrランド方式で

ほ､抄紙機全長に及ぶ指導軸を設ける必要があることも

大きな欠陥とされている｡

最近増幅発 機の進歩に伴い､ 動機の速度制御の分

野にも負帰還増幅器としてその威力を発揮してきた｡今

回日立製作所では高 大容量抄紙機に増幅発 機 HTD

を使用することにより抄連投びドロ=-を精密に一定に保

持し､その鉦軌運転に優秀な成 を収めることができ

た｡この方式は増幅発電機の特長である連続的で円滑な

制御に特色があり､従来用いられた方式の欠点を完全に

克服したものである｡

〔ⅠⅠⅠ〕設備概要及び制御方式

(り 抄紙機及び電気設備の仕様

本抄紙設備は､164呪下級印刷紙用で抄速ほ毎分500～

1,000沢であり､ 気設備の仕様は次の通りである.二

A.5台110HP直流電 磯(第9図)
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第9図

Fig.9.

用 途

圧.

回転数.

型 式.

110HPセク シ ョ

ン直流電動横

110HPD.C.MotorforSection Dri＼Te

ク←チ､第1ドライヤ､第2ドライヤ､第

1カレンダ､第2カレンダ各セクション用

‥ 440V

‥900r.p.m.

..EFUCO-Sp

〔閉鎖他力通風球軸受型他励磁式〕

B.3台 40HP直流電動 (第10図)

用 途 第1ブレス､第2プレス､第3プレス各セ

クション用

圧.

回転数.

型 式.

C.8台

用

型 式

D.1台

用 途

E.1台

用 途

F.7台

用 途

G.7台

用 途

H.1式

a.1
-､

LT

..440V

‥900r.p.m.

‥ EFUCO-Sp

(閉鎖他力通風球軸受型胞励磁式二)

機(第11図)

クrチ､第1プレス､第2プレス､第3プ

レス､第1ドライヤ､第2ドライヤ､第1

カレンダ､第2カレンダの全セクション用

..複はすば1段減速
21{W指令発 機(第12図)

基準速度指示及び第1ドライヤ速乾検出用

11ミVA女流発電機(第12図)

第1ドライヤ直結セルシソ発信機

0.15kW指

第1ドライヤ以外の全セクションの 度検

出用

40W同期電動機

第1ドライヤ以外の全セクシヨソのセルシ

ソ受信機

主電動発 櫻(第13図)

500kW直流発電機

用 途.‥
‥セクション

動機電源用

電 圧‥.
..440V

回転数‥.
‖900T.p.m.

型 式 FBl-Sp開放片指ヘデスタル型勉励磁式

第10図 40HPセク ショ ン直流電動機

Fig.10.40HPD.C.MotorforSectionDrive

第11図

Fig.11.

城 遠 磯(ドライヤ用)

Reduction Gear(For Dryer Motor)

第12図

Fig.12.

2kW指令発電機及び1kVA変流発電機

2kWI.eader Generator andlkVA

Selsyn Transmitter

b.1台 5501くW三相同期

電 圧...

周波数...

回転数‥.

動機

.3,300V

.60亡b

900r.p.Tn.

極 数‥.
‥‥8

型 式 SB-Rl)開放ペデスタル回転磁極型制動線

輪つき

Ⅰ･1式 励磁機襲置

a･1台 5】くW励磁機



第13図

Fig.13.

セクシヨソ電動機用 500kW主電動

発電機

500kW Main Motor-Generator Set

~FoIthe Section Motors

第14図

Fig.14.

用 途.

圧.

セクション電動機通産制御用HTD装置

HTD Set for Speed Controlof the

Section Motors

5001(W直流発 機用

同転数‥.

型 式‥.

l.).1 上＼

[｣

.110V

l,800r.p.m.

.FCl--Sp

151tⅥrJ特殊売電圧発電機fILG

用 途.
.‥定≡電圧電源用

圧...
.110V

回転数.

型 式.

c.1

用

▼▲■＼

LJ

電 圧.

回転数.

型 式.

(1.1
J､
【▲丁

川 途.

圧.

回転数,

型 式.

e.1

101くW励磁機

12.5】{下Ⅴ励磁

1,800r.p.m.

FCl･一Sp

.完≡電圧
瀕周

110V

1,800r.p.rn.

‥ FCl-Sp

.550kW同期電動機瀾

.110V

60kW三相誘導電導機

.1,8()Or.p.m.

FCl-Sp

電 圧‥. ‥.‥ 3,300V

…….60へ,

回転数‥.
..1,800r.p.m.

栃 数...
..4

型 式‥.‥

J･1式 増幅発

a.2

機HTD

11く1Ⅳ HTD

絹 途 500l(W商流発

電動機瀾

b.1台 5kW直流電動機

EFU-KK

機HTD装置1式は下記である｡

a.4台1l{W H′1､D(第14図)

用 途 第]ドライヤ以外の各セクション才一[J及び予

備用

動機

としては､

憫
此巾
度

速を定める基準

ドローを一一定に保つ各セクション僚調

制御の2つに分けて述べることゝする｡

(A)基 電動機速度制御

るためにほ､一般にセクション

の共通母線又は別前の発電機に基準抄速指示用の 動機

を別動こ設けるか､これを設けない場合は､最も慣性能

率が大きく 度の安定している第1ドライヤを抄速の某

準とするのが普通である｡未設備では後者の方法を採用

抄速の指令はまず定電圧

の電動可変

の2台の増幅発

源HL発電機から押釦操作

を通Lて､発電機用及び基準

機HTDの制御界磁にワ･えられ､それ

らの電流を予定秒速に該当する値となる如く制御する｡

第15図ほ基準′電動機の日動迂遠保持 置の結線撰を示す

もので､発電機用HTDは励磁機(Ex二)を通してワード

レオナード発電機(G)を制御し､その負帰還界磁は発`

圧から与えられ､電源

磯貝荷の変動等に拘らず発電機と-H力

一致させる｡基準

圧及び周波数､抄紙

密に指令と

動機用増幅発電機(HTD)ほ電動機

(Mo〕の補助差動界磁を励磁し､その負帰還界磁は電動

機に値結された指令発電機(tG)により与えられ､

機の負荷変動又は電動機主界磁に影響を及ぼす

動に対して､

源の変

度を精密に指令と一致させる｡然

るにこの両者の指令は､ 圧､周波数の変動等に無

関係に常に一定の電圧を発生する特殊の定電圧発

HLGにより供 されているから､発電機偏圧及び

動機速度ほ共に電源の影響その他に無関係に不変に維持

されること ゝなる｡

(B)各セクション協誹制御

既に運べた如くあるセクションに入る紙の速度と次に



676 昭和28年 4 月 評 論 第35巻 第4号

Sy.M:主発電機用同期電動機

G: 主発電機

Ex: 主発電機用励磁磯

HTD:主発電機電圧制御用回転増巾礫

Mo: 基 電動機

LG: 同上用指導発電機

HTDo:基準電動機速度制御用回転増巾横

DCM:主蒐電機及び基準値動機用HTD駆動電:動機

Ⅰ.M:励磁横装置用誘導電動機

CM:秒速指令界磁調整用制御電動機

第15図

Fig.15.

基 準 電 動 機 速 度 制 御 回 路

SchematicConnectionDiagramforCon-

Stant Speed Maintenance

Motor

入る時の紙の速度との差がドロrで

あり､その値を原液やロrル､カン

バスの状態及び乾燥状態等に応じた

ある適正範開に隈屈しないと紙切

れ､しわ等の事故を起すことになる｡

従ってもし前記原液その他の条件に

変化がなければ､ドローを負荷変動

や 源の影響に無関係に一定適正値

に保持することができれば抄霹氏機と

しての運転条件を満足し得るわけで

ある｡

未設備では第1`図な示すように､

各セクションにはそれぞれ協調制御

用の回転増幅機HTDを設け､その

指令は 準セクシ ヨンの指令発 機

(LG)からその制御界磁に与えられ

る｡これらのHTDほ基準電動機と

同様に､

of Leader

∂ (少付

′仰

憂

G:

Mo:

LG:

HTDo:

Ml:

PG:

主発電機

基準電動機

指導発電機

基準電動機速度制御用回転増巾機

セクション電動機

セクション電動機楕連発竃機

此J定置圧

定電圧

HTD:セクシヨソ電動機協調制御用回転増巾機

第16図

Fig.16.

セク シ ヨ

ソ電動機協調制御回路

SchematicConnectionDiagramfor Co-

incidentalDrives of Section Motors

牒ルナ一筆を=若忘▼_β｡′材…
〟∫J∠β

〟〝 享

r
ト

l
〉

【

モ～

Mo:基準電動機

LG:指導発電機

ACG:セルシソ発信機

M: セクションー電動機

ACM:

D.G∴

HTD:

PG:セクシヨソ電動機楕連発電機 CM:

第17図

Fig.17.

動機の補助差劫界磁を励磁して速度制御を行

うもので､その負帰還界磁は各セクション 動機に直結

した相通発電機(PG)によって励磁されている｡これに

より負荷変動等に基づく速度変動の誤差ほ極めて微小と

なり､基準

る｡

動機との完全な協調運転を行うことができ

此J定電正

定電圧

セルシソ受信機

差動歯車

セクション電動機協調制

御用担i転増巾磯

ドロ←調整用制御電動機

無定位式差動歯車に よ る 速度制御回路

Astatic ControICircuit of DifEerentialGear fol･Co-

incidentialDrives of Section Motors

しかしながら電源 圧及び周波数が急激に大幅に変動

するような電源事情の悪い場合とか運転者が不慣れでド

ローの設備が十分適正でないような場合にはドローの再

調整を行う必要を生ずることもあり得ると考えられたの

で本設備にほ念のため誤差積分装置として､差動歯車を

設け以上の悪条件に於てもドロ←の再 整を行うことな
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電

く全く自動的に完全にドロrを一定に保特するように考

慮した｡.第17図はその制御回路を示すもので､基準セク

ションにはセルシソ発電 (ACG)を直結して某 波周

数を発信させ､又各セクシヨソ電動機(M)の回転はド

ロ←調整用の円錐調革を経て差潮歯坪の一軸に伝えられ

る｡他の一軸ほセルシソ電動機(AC九i)によって基準

動機(M｡)と同一速度で廻されるから､その第3鯛車は

ドロr調整を行った後の各セクション問の関係速度

廻虹して､HTDの員備芸界磁に挿入してある界磁抵抗

器変化させ､ 度を制御するのである｡

(3)特殊定電圧発電機HLG

定電圧発 機Hl.Gほ､多年に亘る研究の成果として

日立製作所が郎発した特殊機で､卿咽に示すように共

通勤上に組立てられた励好機及び発電機よりなり､発

機は普通の構造であるが､励磁機ほ飽和椒NISlと非飽

和睦Nヱ.S巳の2組の独立磁気回路をもち､

極渡

横子は4

iこまいてあるから､その端子にほ飽和極と非飽和

植の磁束による電圧の が発生する｡飽和梅と非飽和植

には第19図に示す如く､発電機電圧で励磁される界磁C

F及びBFがあり､更iこ非飽和極にほ励磁機出力電流で

BFと差動的に励磁される直 界磁SFがある｡従って

SFがない場合にほ飽和極と非飽和極の磁

る如き励磁電圧で励磁機

なノ＼し等が

庄が0となるから､如何に

度を上げても発電機電圧はこの励磁電圧に該当する倍以

上には上り得ないわけである｡直毛界磁SFの作用は極

めて微妙で広範囲の速度変化に対し発電機電圧を前記零

磁■束に該当する値に不変に維持するのであり､その詳細

については文

本抄紙機設

を参照 されたい｡

でほ指令発電機及び相通発電機の界磁ほ

直接速度検帥こ影響を及ぼすので､基準抄 の指令と同

様にHI｣発電機から励磁されており､電源電圧及び周波

数変化等の影響を受ける惧れほない｡

更にこれら界磁巻線に及ぼす温度の影実熟ま巻線らこ直列

に大きな固定抵抗を挿入することにより路々完全に防｣l二

してある=

横 Fig.18.HL GeneIatOrS

第19図 口上G 線 図

Fig.19.Connection Diagram of HLG

(4)ド ロ
ー調整

製造する紙の質が変った場合とか､原液の状態その他

が変った場合等の理由でドローを調整する必 たぃし生が

場合ほ第17図に示すように､ドロr調整用押釦の昇達文

は降速をおすと制御電動機が回転し､該セクションの

HTD の負帰還界磁の抵抗せ変えると同時に､円錐訳革

の調帯の位置を変えることによりセクション

度を上昇又ほ下降する｡押

動機の速

は操作盤に設けてあり､こ

れを押している間は引続きドロ‥一が変化するので

は紙の状態を

転者

察しながらドロー調整を行うのである｡

(5)た る み取 り

ドライヤとカレンダセクションの間では､紙は張力を

･与えられ乍らカレンダセクシヨソに引きこまれて､つや
出しを行うのであるが､この張力が不足し､この部でた

るみができると､カレンダセクションで紙が-,･-ル間を

通過する時にしわを生ずることになる｡この現象を匡ノウぐ

ため､カレンダセクシヨ∵ソにほ特にたるみ取り装置を附

してある｡

たるみ取装置ほ､ドロー調整と同様にカレンダセクシ

ョンの操作盤に設けてあり､その神釦を押すと､押して

いる間積分装置の機能を停止し､制御電動機によりHTD

の免帰還界磁の抵抗を変化して 動機速度を上昇させる

もので､たるみが取れて押釦を離せば､ 動機は完全に

旧速度に復帰して運転をつゞけるのである｡たるみ取り

はドロー調整と異り､一時的に 動機速度を上昇して一

定量のたるみをとるのであって､その運転技術は掛′こ難
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第20図

Fig.20.

ド.ロ
ー調整箱直結甑串

GearSetforDrawAdjustillg Device

しいので､ドロー調整に比べて微細な速度変化を-ケえる

ことが出来るように設計されている｡

(占)秒速の制御

秒速の調整ほ増幅発

圧を制御する

機HTDで､ワードレオナード

ヨナルドライブ方式では､

の発 機をおく1箇発

とによって行われる｡セクシ

全セクションの電動機に1台

機方式と､各セクション電動機

に1台づゝの発電機をおく各箇発 機方式とがあり､後

老はあるセクションの負荷変動が他セクションに影響を

及ぼさないこと､及び速度制御を界磁制御の代りに

制御とし抄

圧

を大幅に変化するのに適している等の利点

があるが､設備費の高いのが難点である｡
､跡今

変化範囲が比較的小さいこと及びその他の理由で前者方

式を採用した｡

(7)電動機の起動

各セクション電動機の

定

動ほ､レオナード発電機に設

圧を発生させておいて､第1ドライヤ､クーチ､第

1,第2,第3プレス､第2ドライヤ､第1,第2カレン

ダの順で起動抵抗器によって行うもので､特に起動用発

機ほ使用していない｡

(8)停止及び低速運転

事故その他で急停止を必要とする場合ほ非常停止の押

釦を押すと､全 動機が停止するようになっているが､

この際ク←チセクショソも停めてしまうと､ク←チの金

網を破損するおそれがあるので､クーチセクシヨソの

HTD の制御界磁だけほ窪 圧電瀕に切りかえ､ク←チ

i･ま旧と同じ速度で運転を続けるようにしてある=

文金綱､カン㌧バス等の取換､点検の際全セリトを一一皿

停止することなく簡単に行い関るようにするため､ク←

チ､プレス､ドライヤセクシヨソ等は主回路の起動抵抗

を使用することによりそれぞれ単独に120た/minの低

遠道転を約30分間行うことがH るよう設計されてお

り､この場合他のセクシヨソは協調を外すだけで綿々旧

度で運転を続けるのである

(9)機

第35巻 第4号

概遺構器

セクシヨソ

要

て両軸端で､一端は減速機に

直結されて各セクションの-7｢-ルを駆動する｡他端には

速度制御装置としての指令発電機叉ほ指 機及びセ

ルシソ装置を連結しているが､床面積を節約する意味で

ニれらの装置は第20図のような歯軍を介して､

と平行に設置されている｡

磁を待ち､前者は定

動機は主界磁と

動機軸

界助補動

圧電源により､後者は回転増幅機

HTDによって励磁されている｡

運転中の′電動機出力の大半ほロ=-ル軸受等の 擦に消

責されるものであるが､ロールのGl)ご特にドライヤセ

クシヨソの GD2は梅めて大きいので､電動機の起動回

転力は非常に大なる値となることがある｡従って 機動

及び減速機の設計は電気的にも機械的にも十分この点を

考慮する必要がある｡特に電動機の整流ほこの起動時の

大 流を考慮して1一分余裕ある設計とすすることが必要

である｡碩抄紙室ほ湿気の多い

他力通風型としてある｡

係上､電動機はすべて

減速機は髄鞘大型タービン減速歯軍に用いられている

ライネッカ歯切機械で入念に加工されたもので､上記の

負荷に対しても十分耐えられるものである｡歯型はラ

イネッカ特殊スタブを用い､ピニオンの材料はニッケル

クローム､モリブデン鋼､ホイールは銅板熔接製で鍛鋼

製リムを煉嵐めし､スフェリカルロ‥-ラ軸受を用い､ケ

←シソグは全熔接鋼板 とした｡

又各セクションの速度制御及びドロ←調整用の 指

電機敦びセルシソ電動機､円錐調革等はすべて第21図の

ようなドロー調整箱の111に一括して納められ､設備の簡

略化を計ってある｡

筒110HP及び4いHP垣:流電動機ほすべて互換性を

有し､5001くW直流発電
､12.51こW励磁機は多少の調

整によって受電電源が50凸∇ の場合でも使用されるよう

をこ設計されている｡

第21図 ド ロ ← 調 整 箱

Fig.21.Draw Adjusting Device
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第22図 負荷変動に対する電動機頒魔の

オンロク○ラム

Fig.22.Osci1logram of Motor Speed

Ch:inge due tolOO% Load

Change

監蒜率欒率㌫欒琴宗完芸~ 電動簸襲激減助罪掻電流吉2捌ラ

ぎ亮潮 騒熟談徴預搾番翔産驚濠侵沸

､電動藤波渡鋳物療き

､一誓立志云攣攣整一･豆づ一山品柵ノー"-ノ′､Ⅶ､叫_h轟壷羞廃 同
妄 ㌢紹8秒gl ~~琴l

〔ⅠⅤ〕試験結果及び運転実績

本装置の訪 に当っては特に慎茸を一期し､モデルセッ

トその他により制御系の動作機構に関し各 行を∧据

一
ト
｢
-
づ

った｡特に増幅発電機HTDの増幅率及び差動歯咋を含

む無定位制御系の玖帰還度ほ､宵 制御系の性能に影響等

を7乞･ぼすので､十分綿密な計算を行うと共にこれ針実験

結果と照合して設計製作したので､製品の完成試I吉･モでは

予期以上の好成暗が得られた二.

第22図ほセクシヨソ電動1 の負荷を100%急滞に変化

させた場合の協調制御の成定葺を示す工場試験のオヅシロ

クサブムを示すもので､ 整久＼＼
史小

鼓 誤 んど雰で､微少

赤潮による振幅積分･も紙切れ､たるム等に対して十分余

裕のある値である.｡実際の場合には負荷fの帆l当三が上記試

験の場合に化し趣潅)て大きい上に､魚荷変動も普通訓乃

至30%程度であるから､速度変動もこの試毘険偵よりは

るかに小さいものとなる｡

第22図及び第24図ほそれぞれドロ←調整放びたるみ月亘

りの試験のすシログラムを示すL_.ドロー㌻ヨ.呈整は頼めてH

帽に行われ､又たるみ取も､たるふ取りを拾えて､旧の

運転に復す場合､ 快復ナぇびセルシソ等の拗

作復活も極めて順調に行われた.=､

制御電源としてのHL発電機は､受電電源の電圧及び

周波数の±10%に及ぶ変動に対しても､そのJ_Ij力電圧は

弟25図に示すように倶かに±0.1という精度を保指して

出
脚
釆
｢
r
｣
ミ
＼
＼

第23図 ドロー調整のオシログ

ラム

Fig.23.Oscillogram Showing

theDraw Adjustment

第24図 たるみ~瞑りのオンログ

ラム

Fig.24.Oscillogram Showing

the Slack Take-up

ノ1仇7 /〟リ ノ汐♂♂ /脚

〟/β巨ユ転数

第25図

Fig,25,

HLG の回転数 電圧特性

Voltage-Speed Characteristics

Of HLG

いる｡この粉塵は回転機であるための信頼度の高さと共

に他の圧電圧 置の追随を許さぬ優秀なものである｡

第1ドライヤ等の起動回転力は予想以上に大であった

が､ 動機及び減速歯車ほ電気的､機械的にこれらの過

負荷に｢耐え､何等の支障をも生ずることなく起動するこ

とが出来た｡

減速歯車は､日立特許の音響分析器の実践によって常

に歯叩の工作技術を研究している
､歯蔀は非常に静

であり､十条製紙株式会社に於ても既設の英国並びに
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スイス製のものと比較しても､むしろ優秀であるとの好

をうけた｡

差動歯亭の精度は直接制御の精度に影響を及ぼすもの

であるから､その工作､焼入れ等ほ特に考慮し精度の高

いものとし､すべて球軸承を使用したが､その結果精度

も十分で､又 命試験の結果も優秀であった｡

未設備ほ昨年9月に納入､10月1日の試運転も滞りなく

終え､その後非常な好成績をもって営業 中である｡

終りに臨み､未設備製作に当って種々御指導を賜った

十条製紙株式会社桜井部長､高瀬 気課長､伏木工場大

場部長その他の各値に深甚の謝意を捧げる｡又設計製作

に当っては､日立製作所取締役馬場博士､日立工場藤久

保副工場長､後藤設計部長､稲木同副部長､山本課長､

泉課長､田附主任､平川主任､吉田､柴田､岩城の

に絶大なる御指導と御

氏

助を戴き､又限られた時間内に

綿密､完全な試験を行って戴くため林田検査部長､中野

課長､木村､浅7kの 氏の御尽力をいたゞいた｡玄真に厚

く御礼申上げる次第である｡
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